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「東アジアの持続的発展と日本の役割、
ー発展するファッション界｜」
そして私
愛知大学国際コミュニケーション学部三年
ふかやよしみ冨谷佳美
はじめに中間は長い間安い労働賃金を日当てに、各国のファッション業界から縫製工場として見られ、その役割を担ってきた。しかし現在中国は、縫製工場としてではなく、アジアファッションの情報発信地として発展を遂げようとしてい司令。そこで本稿は、東アジアの、特に中国におけるファッション界の動向を探り、中国ファッション界を労働賃金の
安い縫製工場としてではなく、モードの発信地として、アジアのファッションの中心地と て発展させていこうとする動きの中で、日本はどのよう 役割を果たすべきであるかを、近年始められた日本・ 国・韓国三国のファッション交流の紹介とともに、諸文献とインターネットによる情報を元に考察する。
第一章中固におけるファッションの発展一ー一一九八
0
年代一理想と現実と
一九八
0
年代、日本のファッション界は、山本縦司、二一
宅一生、川久保玲（
hC
豆玄関口円山口〉刀
nczm
）など現在も
日本を代表するファッションデザイナーが活躍し勢い ある時期であった｛山本、野村
NOON
己己。一方そのころ中
同では、部小平ら新指導部によって経済開放政策などの現代化の流れの中で、ファッションの現代化も重要な政策課題の一つとして位置付けてはいたものの、中国の日常的衣服は、画一的な洗いさらしの木綿で色彩の乏しい無彩色のものが多かった｛田中石∞戸。色彩の乏しさは染色技術の水準が低いためであり、また立体裁断の技術も低く平面的な衣服が多く、サイズの制度化も遅れていた｛同一
C2
。
ファッションを日本や欧米 レベルに近づけようにも、デザイン性においても、素材の品質や民、染色や縫製など技術面においてもファッション 先進国に遅れ いて、デ
呼l•!E(,;J ）；冷院記念者i VOi.. 13 fi8 
ザイン教育の整備化が必要であった｛同一∞斗。そこで中国は、ファッションに力を入れ外貨獲得に役立てるという方針から、一九八八年三月、北京に中国初のデザイナー養成学校「中国紡績工業部設計中心研究センター」を開校した【中日新聞一∞∞∞品企。中国には各国のファッション業界が入っているとはいえその目的は安い労働力による縫製であり、将来ファッショ の分野で二
O%
増のドル獲得を
目指すためには、本格的なクリエ
l
タ！の養成が必要で
あった【同一
N主。そこでデザイナー育成に乗り出したの
だ。同養成学校で婦人服の指噂にあたった東洋紡アパレルテクノロジー－アンド・インフォーメーション最高技術顧問田中安喜さんは、北京の町で人民服を見るのは珍しいというほど服装が自由になっ 当時でさえファッ 情報はほとんどなく、問中さんが持っていったパリコレ 写真二OO
枚と日本のファッション雑誌は引っ張りだこであっ
たという｛同一
Na
。一九八
0
年代、理想と現実の差はま
だまだ大きいファッション以前の状態 あ たが、 は近代化に向けて様々な取り組みを始めつつあった。一ー二一九九
0年代一組織化の重要性
一九九
0
年代になると、経済の急成長によってそれまで
以上にファッション 対する関心は高まり 一九九
O
年に
は、上海紡績大学にファッションデザイン・モデル科が創設された。八
0年代にすでにファッションモデルという職
業は存在したが、専門的な訓練を受 おらずアマチュア・レベルに留まっていた｛吉村呂∞印一
ωム∞】。そこで系統的
な訓練を受けた国際的に通用するモデルの育成の必要性か
ら、上海紡績大学はモデル科を設けた【同一
ωkS
】。またそ
こではモデルとしての訓連だけでなく、モデルとして活躍が出来なくなってからもデザイナーなどで生計を立てられるよう、演技や ザインの他に英語・経済学・音楽・絵画・歴史などの一般教養も身につけることが出来た【同一
ωhS
】。
九四年十一月に上海で行われた君島一郎のファッションショーにモデルとして参加した同大学在籍の学生モデルたちは、パリのモデルたちに引けを取 ない堂々とした立ち居振る舞いであったとい行づ【同一
ωム∞】。また、九
0
年代軌
道に乗ってきた開放政策 流れを象徴するも として、ファッションを位置付け、一九九三年五月第一回中国国際服装服飾博覧会（略称♀出の
dω
）が開催された【小林
－cchTN
己。中国国際服装服飾博覧会は、一九九三年より
毎年北ボにて開催される中国最大 トータルファッション博覧会で、主に六つのイベントから成り、ブラザーカップ青年デザイナーコンテストを筆頭に海外有名デザイナーのファッションショー、中国秋冬トレンドファッションの発表、アパレルセミ 、商談、展示会の品評会が行われる【ブヰ
lHP
】。ブラザーカップ国際青年デザイナーコン
．rザ
fL
セ
LOl
クールは 北京の中国服装研究設計中心（現 服装集団公司）主催、ブラザー工業の協賛で 若手ファッションデザイナ の発掘と育成を目的としたファッションデザイナーコンテストである｛小林－
ccm
一切〔）】。このコンテスト
は、コシノジュンコ じめ、英国、フランス、イタリア、ドイツ、カナダ、香港から服飾専門学校 校長や、服飾専門家、中国からも著名デザイナーなどが審査員を勤めている【同一山（）｝。日本の多くのコンクールでは審査員は日本
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人で、デザイナーを目指すものならば一度は応募するであろう「装苑賞」でさえ審査員は全て日本人である。世界に通用するデザイナーを育てたいという中国の方針からすると、各国のファッション専門家の飾いにかけ れることは、若手デザイナーにとっても重要なことだ。しかし、ファッションショーに出展された作品には、民族性を意識したものが多く見られた【同一ム∞】。中国が欧米式現代化を果たそうというな ばおかしな話である。洋服 長 歴史を持つ欧米に対抗するには民族衣装など自分たちの得意分野をプラスすれば いと考え のであろうか デザイン は本来、何もないところからは生まれてはこない。過去志向、未来・前衛に向かったり、民族服を取り入 りなど、もとあるものに手を加え 様々なアイテ 、デザインソ
l
スを組み合わせたりしてできるのだ。よってデザイ
ナーは、自分の引き出しの中に様々なアイテムを多く蓄えて、それらのアイテムを使いこなしていかねばならない。多くのデザイナーが同じように民族衣装をテ
l
マに作品を
作るということは、まだ自分の中にアイテムが足り いからなのではないであろうか。
CHIC
の開催の目的は、北
京を将来アジアファッションの中心都市 発展させること、海外か の先進技術と情報を進んで受け入れることで中国のファッションが向上し、実力をつけていくことであった【小林－
cc
ム一
N斗。諸税中担問）の人々のファッションへの関
心は高く、北 、上海、大連のような大都市ではファッション雑誌が発行され、それを参考に世界の流行を取り入れる速度 早くなった｛同一ム
φlm
（）｝。しかし、ファッショ
ン雑誌からの情報を入手できるようになった いい 、そ
れらの雑誌に紹介されている服がすぐには手に入らないというのが実状であった｛小林｝京出品
30
日本の場合、雑
誌で紹介されたころにはちょうど店頭に並ぶという風に、「商品企画」「雑誌等の販売促進」「 の演出」の統一して連動がきちんと取られている 坂口
HP
】。もちろんそ
れは読者、つまり消費者の要求 応えてのことでもあるし、何よりも販売側にとっても発行側 とっ 誌有益 あるからだ。また流行のサイクル 生産期の見極め 目安に なるため、情報と現場 時差は生産においても痛手とな 。中国ファッション界においてまだそのような連動が取られていなかったということは、流行を む組織系統がまだ完全には整えられておらずファッションが広まることに歯止めをかけてい 。一九九
0
年代、人々のファッションに対
する関心は尚まり、ファッション 触れる機会 用え はきたものの、それを動かす制度が整っていなかったあるいは機能していなかったため、なかなか はらないでいた。理想と現実との距離は少しは縮まったものの、多く情報が大都市 限られており、末端にはなかなか広まっていないようだ。中国から 情報を発信していくためにはまだ力不足であった。
！日］之内院記念報 VOL 13 70 
一ー三二
OOO
年
1
一巨大中国市場
近年、数多くの日本のファッション雑誌が中国で続々と
創刊されていると う【姫回
NCCN
一ム
j斗。一九九五年に主
婦の友社から「刃包立 中国版「瑞鹿服飾美容』が北京大手有力出版社、中国軽工業出 社と組んで創刊され【同一ム斗。その他にも二
000
年には『
5
〈ζ
の中国版が
講談社から創刊され、二
OO
一年十一月には小学館から
『今日風采（Cm包）」がテスト発売され、二
OO
二年には
「秀（三ラ）」が、二
OO
四年には『露茜（「
CQ
）」が創刊
された｛同一品∞】。それらは、日本版の翻訳だけでなく、現地で取材した記事も載せたためか 中国
OL
に受け入れ
られ、青山この中国版は日本の発行部数三二万部を抜き四O万部に達した｛同一ミ｝。『閃「「己や『（心的。∞玄O
可054
〉Z』
などといった部類でいうファッション誌 以前よりあったが、
OL
たちは日本の『刃包三児一〈己『CmR己ア
izpc
のご
といった部類でいうスタイル誌を好むという｛同一品∞｝。理由は、それら日本のスタイル誌は、主役 ごく普通の女性で、それほどリッチでない
OL
にでも真似できるファッ
ションであり、顔立ちゃスタイルも東洋人同土良く似ていてモデルも親しみ易く、メイクや服の着こなし 受け入易く実用的であるからだという【同一ム三。また、日本人お得意の他人様の物を拝借して自分の使い易いよ に形を変えて出来た日本のファッションは、「日本＋欧米」の一挙両得｛阿一品∞】が きて いのだそ だ。このように本のファッション雑誌が中国で次々と創刊されて る は、そこに巨大な中国市場があるからだ。中国 生活水準 向上によりおしゃれを楽しむ女性が増え かつ の縫製工場としての中国では い、巨大市場としての中国が姿を現しつつあるのだ。右記にも挙げたように中国は国を挙似てファッションを奨励している。ファッション教育も日本と違い大学が先頭 切っている。一九八
0
年代に目指した
ファッションを現代化の旗印にと う目標 達成される日はそう遠くない未来かもしれない。しかしそれが達成さ
た日には、日本のファッション界は中国市場に飲み込まれ目も当てられない状態になっているかも知れない。第二章
日中韓ファッション協会連携
現在、東アジアのどの国のファッション界においても、
それぞれに不足しているものがあるであろう。そこで二
O
O
二年十一月二十二日中国北京市において、（財）日本
ファッション協会（専務理事川村耕太郎）、中国ファッション協会（主席王鹿）、韓国ファッション協会（会長孔錫鵬）の聞に、「アジアファッション連合会（略称
AFF
）」を設
立することとなった
tppZ3
。合意書によると、その背
景を「生産地としての ジアから消費地（マーケット）としてのアジアへ急速に変貌している現在、日本・中国・韓国の三国（漢字文化圏で、且つ四季 恵まれたファッション環境が同一の国）が相互信頼のもとに相互理解を深め相互に協力してお互いのファッションビジネスを活性化させると共に、欧米に対してアジアのファッションを強く発信するチャンスが到来した」とし 日本・中国・韓国夫々の生活文化（ファッション）、及びマーケット特性の理解。三国が マーケット参入するに対する参入促進支援。三国相互の文化 根ざすアジアファッションの発掘（含む人材）、及び欧米マーケットへ 発信」を目的とし、将来的にはアジアファッション 市場へ 本格参入を槻野に入れている【』司〉
ZZ
。またその翌年の二
OO
四年
四月には、
AFF
の活動の一環として、日中韓三か国にお
ける色彩理解・相互交流を目的とした「アジアファッションカラ
l研究会」をスタートした。当研究会は北東アジア
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三か国を中心に、カラーを共通語にした人的交流、情報交流を行うと共に、アジア初の色彩提案までを視野に入れた活動を推進するものである亡司〉
ZZ
。色彩は、国により
感覚が様々で、コレクション等でも国により発表する服の色を変えるほど重頃なフアツシヨンポイントである め、またインターカラーへの影響なども考えるとこれからが楽しみである。結
びこれまで八
0
年代から現代までの中国におけるファッ
ション界の発展と日中韓の連関について述べてきたが、これまで東アジアのなかでファッション先進国であっ 日本はどのような道を歩んできたのであろうか。日本は低賃金で縫製が出来るからといって、生産の多く 台湾、韓国中国などへ生産拠点をシフトしてきた。よってユニクロを代表する安価な中国生産の衣料品が多く出回り、現在では日本人が着ている八割近くが中国製品であるという。安労働力により作られたことにより製品を安く買うことが出来、始めは消費者もお手軽に喜んだかもしれない。しかし、そこに残ったものは何であったか。生産を海外シフトしたことによる日本の産業の空洞化ではな ったか。そこへきて、中園、韓国が実力を付け始めてきている。では今 本は何をすべきか。中国、韓国は力を付け始めているがそれぞれにもまだ不足部分はある。そこ 三国が敵対するのではなく互いに穴を埋めあい、新しいファッション発信地作ると共に、新しい美意識の確立を目指すべき あると思う。ファッション 関して三国はまだひょっこで、三 の
洋服の歴史の長さを足しても到底欧米のそれには及ばない。よって東洋の美意識で作られた服（エスニックで なく）と欧米の美意識で作られた服を天秤にかけると、同じ重きであっても負けてしまう。そこで名目上三国が連携できることになった今、各国の催勢意識をなくし、意識をも連携していくことが、パリ、ミラノに匹敵するほどのファション発信地を作り そこに新たな美意識 確立し、新しい価値観を生み出し いく鍵となっていくの はないかと私は考える。
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注（l）ここにおけるファッションは、政指のファッション産業であるアパレル産業・アクセサリー産業・ファッション小売産業であるとする｛モード酔
ANg
品。
（2）脱
ι
の点倍大学。上海市延安にある小川教門店の凶踏の行時にある
ト八学。一九五一年に設立された束中川繊維科学・科学技術学院が母体なって発展し、一九八五年に中岡の繊維産業の業界の発川間にあわせて小川繊維大 に改名し、．九九九年に別
ι
のい県明大学へと改名。
（3）小附における経済政策。社会主義同でありながら、市場経済化を徐々に進め、外貨導入を積極的に図る。｛資料政治・経済
Nee
－一円三
（4）」ブラザーズカップ国際百年デザイナーコンクールは、中国服装協会（nz
の〉）がド．仙し、ブラザー仁業株式会社及び小川の版光
f
会社であ
る兄弟凶際（香港）有限公司の協賛により 小川国際ファッションウィークの開催期間中にファッションショーを行い鼠優秀デザイナ を選出する亡－
JJNCC
円20
（5
）上海は、
.. 00
．年アジア川大のショッピングモ
l
ルと称される
C
己ロ
‘－，包
2zz
『勺を閉店し、またファッション博覧会やファッションショー
が仙航される「卜ぃ両国際ファッション文化祭り」などが行われ、ファッションや現代化に力を人れているでで〉
NS
円∞・£。
（G）大辿では．九八八年以来、大辿同際服装博世会や輸出輸人間覧会、
ファッションデザイナーコンテスト等を開催する「大連ファッションフェスティバル」を行ったり、中凶同内における新人コンテストの中でも以も服史と縦成のあるコンテストである「大迎ユ
l
ス・ファッション
デザイナー－コンテスト」を僻したりとファッションの売以に力を人れている｛』司〉
NCC
円£。
（7）流行はその拡散過酷において、ピラミッド式にまず頂点のデザイナーやファッション関係者等の少数派から、ファッションに興味の薄い底辺層へと広がっていく。底辺層の人々にまで広まった場
An
大流行と．ゴ口
えるが、低肘却の特に小中学生（金銭耐的な理山から）にまで広まった時点で刷版をしているとデットストック先生の危険性があるため、流行のサイクルを見側めることが、生践においてとても前必なこ となる。
（8）モ
lドが一般化したもので、現庄の市場では員も多く見られる。
（9）「様式」ファッションが．部残り長い時間の聞に習慣化させ、消艇派の人間にも受け入れられ もの。
（川）日本は文化服鈍学院、咋門学校である。（U
）パリに本部がある開界ト八ヶ附からなる 色に閲する凶際機関で、凶際流行色委日会という
参考文献・川中山払（．九八．九）「トし泌・北氏｜｜ファッション流行と則定の治定（小川の挑戦ー｜｜小川純・計社会川刷新事情叩）」「エコノミスト」第六：・岱・・九り、ト砂川新聞社、苦・玄ーミ・「家臨／中同がファッションに力こぶ現地指噂した削中安当さんに聞く一（一九八八・トて・しハ）『中日新聞』℃・立・小林山紀子（一九九問）「軌道に乗る中国のファッションビジネス」「化繊川線」郡内じ径六り、日本化学繊維協会繊維総合研究所、一ぷ
yN
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